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はじめまして！私たちが大子町議会議員です！



大お
お
も
り森

　
勝か
つ
お夫

　
議
長

　　

は
た
し
て
町
議
会
議
員
は
政
治
家
と
名

乗
っ
て
よ
い
も
の
か
？
町
議
の
役
割
を
真

摯
に
考
え
る
と
き
、
疑
問
を
抱
い
て
し
ま

う
の
で
す
。「
議
会
と
は
、
住
民
代
表
の

機
関
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
に
倣
う
の
で

あ
れ
ば
、
政
治
家
を
自
認
す
る
よ
り
住
民

代
表
を
意
識
し
た
ほ
う
が
、
求
め
ら
れ
る

議
員
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
政
治
家

と
い
う
文
言
を
冠
し
た
日
か
ら
、
驕き
ょ
う
ま
ん慢な

心
へ
変
貌
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

そ
ん
な
思
い
を
巡
ら
せ
、
目
指
す
議
員
の

姿
を
探
求
し
続
け
た
４
期
16
年
で
し
た
。

　

縮
小
し
て
い
く
時
代
は
誰
も
経
験
し
た

こ
と
が
無
く
、
町
の
将
来
に
不
安
を
感
じ

る
の
は
無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
。
未
知
へ
の

不
安
は
、
さ
な
が
ら
思
春
期
の
悩
み
と
同

様
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
議
会
は
町
の
た
め

に
な
る
政
策
を
論
議
し
て
い
き
ま
す
。
良

き
未
来
に
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
熱
意
を

町
民
に
届
け
て
い
き
ま
す
。い
つ
の
日
か
、

あ
の
時
の
不
安
は
思
春
期
の
悩
み
の
よ
う

だ
っ
た
な
、
と
懐
古
で
き
る
時
が
訪
れ
る

こ
と
を
目
指
し
て
。

須す
ど
う藤

　
明あ
き
ら　

副
議
長

　　

こ
の
度
、
不
肖
私
が
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
副
議
長
の
要
職
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

誠
に
光
栄
に
思
い
ま
す
と
同
時
に
、

重
く
受
け
止
め
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
の
社
会
的
構
造

の
変
化
や
益
々
厳
し
く
な
る
で
あ
ろ
う

財
政
状
況
を
考
え
ま
す
と
き
、
議
会
の

果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
よ
り
町
民
の

負
託
に
応
え
る
議
会
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、

住
み
続
け
た
い
大
子
町
づ
く
り
に
向

け
、
初
心
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
強
い
志

を
持
っ
て
議
長
を
補
佐
し
、
職
責
を
果

た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
よ
り

一
層
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　【
議
席
番
号
】
氏
名
（
年
齢
）

　
　
①
住
所
（
大
字
）・
②
当
選
回
数
・

　
　
③
党
派
・
④
所
属
委
員
会
等
　
　

新たな議会のはじまり　令和６年第２回臨時会
　大子町議会議員選挙が３月 17 日に行われ、11 人の議員が決まりました。
　４月 10 日には、改選後始めての臨時会が開かれ、正副議長の選挙や議会運営委員会、各常任委員会
の選任などが行われました。
　選挙の結果、議長に大森勝夫議員、副議長に須藤明議員が就任しました。
　議員の任期は令和６年３月 31 日から令和 10 年３月 30 日までの４年間です。
　また、町長から 15 件の議案が提出され、補正予算の専決処分などについて、全会一致で原案どおり
承認・同意・可決されました。

【10番】
（56歳）

①頃藤　　② 5回
③自由民主党
④総務経済委員会
　文教厚生委員会

【７番】
（66歳）

①下金沢　②３回
③無所属
④総務経済委員会

【１番】介
すけがわ
川　秀

ひでお
男

（52歳）
①頃藤　　②１回
③公明党
④文教厚生委員会
　予算・決算委員会副委員長

【２番】高
たかむら
村　和

かずなり
成

（37歳）
①袋田　　②１回
③無所属
④文教厚生委員会副委員長

【３番】根
ねもと
本　厚

あつこ
子

（63歳）
①袋田　　②１回
③無所属
④総務経済委員会副委員長

【４番】飯
いいむら
村　　剛

たけし

（55歳）
①中郷　　②２回
③自由民主党
④総務経済委員会委員長
　議会運営委員会

町政を担う　議 員 紹 介　任期４年　令和６年３月31日から令和10 年３月30日まで

【
第
40
代
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
】

【
第
36
代
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
】
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第２回臨時会　提出議案等と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

選挙第１号 大子町議会議長の選挙について 当選
大森勝夫議員

決定第１号 議席の指定について

選挙第２号 大子町議会副議長の選挙について 当選
須藤明議員

常任委員会委員の選任について

議会運営委員会委員の選任について

選挙第３号 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の補欠選挙について 当選
大森勝夫議員

議案第39号 大子町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第40号 大子町行政組織条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第41号 大子町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第42号 大子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第43号 大子町介護保険条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第44号 損害賠償の額の決定の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第45号 令和５年度大子町一般会計補正予算（第１１号）の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第46号 令和５年度大子町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第４号）の専決処分の承認を求めること
について 原案承認

議案第47号 大子町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を
改正する条例 原案可決

議案第48号 大子町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第49号 中心市街地排水処理施設整備工事（１工区）請負契約の締結について 原案可決

議案第50号 旧役場庁舎等解体工事変更請負契約の締結について 原案可決

議案第51号 大子町教育委員会委員の任命について 原案同意

議案第52号 大子町監査委員の選任について 原案同意

議案第53号 令和６年度大子町一般会計補正予算（第１号） 原案可決

【６番】福
ふくだ
田　祥

よしえ
江

（50歳）
①大子　　② 2回
③無所属
④文教厚生委員会
　議会運営委員会委員長

【８番】菊
きくち
池　靖

やすいち
一

（70歳）
①冥賀　　②４回
③無所属
④総務経済委員会
　文教厚生委員会
　予算・決算委員会委員長
　議会運営委員会

【９番】佐
さとう
藤　正

まさひろ
弘

（70歳）
①中郷　　②４回
③日本共産党
④総務経済委員会
　議会運営委員会副委員長

【５番】川
かわい
井　正

まさと
人

（59歳）
①頃藤　　②２回
③自由民主党
④文教厚生委員会委員長
　議会運営委員会

【11番】齋
さいとう
藤　忠

ちゅういち
一

（67歳）
①大生瀬　②５回
③無所属
④総務経済委員会
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　令和６年第１回定例会が２月７日から２月 19 日までの 13 日間の会期で開催されました。

　令和６年度一般会計予算などの町長提出議案などが 36 件、議員提出議案１件が審議され、全会

一致で原案どおり可決・同意されました。

　また、議員の定数を規定している条例が改正され、定数が 13 名から 11 名に変更されることにな

りました。

令和６年　第１回定例会

令和６年度　各会計予算
会　　計　　別 予　算　額 前年度比較（△減）

一般会計 103 億 5 千万円 △ 4 億 5000 万円

国民健康保険事業特別会計 23 億 6285 万 7 千円 △ 5375 万 7 千円

後期高齢者医療特別会計 3 億 2315 万 2 千円 3207 万 2 千円

介護保険特別会計 25 億 9712 万 4 千円 △ 6487 万 6 千円

介護サービス事業特別会計 1311 万 6 千円 67 万 9 千円

浄化槽整備事業特別会計 1 億 5699 万 2 千円 2036 万 3 千円

水道事業会計 8 億 8398 万 6 千円 1 億 1167 万 8 千円

総　　　　額 166 億 8722 万 7 千円 △ 6 億 2719 万 7 千円

令和６年度当初予算５つのポイント
～日本一幸せなＤＡＩＧＯづくり～

≪基本方針≫
　令和５年度末で第６次大子町総合計画が終了することから、計画の達成状況を点検・評価し、残さ
れた課題への対策、今後必要となる取組を落とし込んだ事業展開に努めます。
　また、情勢や環境等の変化を念頭に置き、未来を見据えた予算となるよう、計画の将来像である「魅
力あるストーリーで　新しいまちの景色を創り未来へつなぐ　DAIGO」の実現に向け、重点施策の積
極的な展開を図ります。

日本一幸せなＤＡＩＧＯづくりに
１０３１０３億５５千万円（令和６年度一般会計当初予算）
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ポイント２　未来を担う心豊かな人を育むまちづくり

・教育ネットワ－クシステム更改業務	 ２２８０万円
・大子町中学生海外語学研修現地調査業務	 １０９８万円
・子育て祝金	 ２８５万円
・大子清流高校魅力アップ事業	 １４７万円
・大子清流高校下宿等費用	 １４４万円
・部活動地域移行コ－ディネ－タ－報酬	 １０９万円
・プロスポ－ツ応援事業観戦チケット料	 １０１万円

ポイント４　地域の資源を紡
つむ
ぎ町のストーリーとして発信するまちづくり

・観光交流施設設計・監修及び造成工事	 ９７４０万円
・大子町営研修センタ－研修棟改修監理及び工事	 ５８４８万円
・インバウンド需要を見込んだブランディング戦略業務	 ５３００万円
・官民共創タウンプロモ－ション構築業務	 ３００万円
・コミュニティ助成事業補助金	 ２５０万円
・観瀑施設吊橋点検業務	 １８０万円
・袋田観瀑施設フットライト改修等工事	 １４０万円
・台湾からの誘客推進業務	 １２０万円

ポイント３　元気、にぎわい、活力ある産業を創造するまちづくり

・森林環境譲与税活用事業（林業事業体合同採用募集業務）	 ８４３万円
・森林環境譲与税活用事業（インフラ周辺等森林整備事業）	 １２０万円
・農地利用効率化等支援事業補助金	 ６００万円
・森林関連教育イベント実施業務	 ２００万円
・経済産業省関東経済産業局との連携事業	 １５６２万円
・特産品看板改修工事	 １２０万円

ポイント１　誰もが安心・安全に暮らせる思いやりに満ちたまちづくり

・中心市街地排水処理施設整備工事	 １億３３８４万円
・水路改良工事	 ５９３０万円
・中心市街地管渠敷設工事実施設計業務	 １３１０万円
・町道管理作業報奨金	 ５３３万円
・国道 118 号　池田地区水道管移設工事	 ５３８０万円
・ＡＩ乗合タクシ－運行業務	 ３６３９万円
・帯状疱疹ワクチン任意予防接種助成事業	 ４４０万円
・男子HPVワクチン任意予防接種助成事業	 １５６万円
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　令和６年３月 31 日からの改選で大子町議会議員数は 13 名から 11 名に変わりました。
　議員の人数が減ったことで一体何が変わるの？
　この機会にいいところと不安なところをちょっと考えてみましょう！

１年間の議員報酬の総額を比較すると

　【13 人の場合】　６４３７万円　①

　【11 人の場合】　５４６２万円　②

①－②＝９７５万円削減されることになり、４年間（議員の任期）では３９００万円に

なります。

　町議会の議員は選挙によって選ばれ、住民を代表して審議決定をしたり、町政の監視機
能としての役割を果たします。少数よりも多数のほうがより活発な議論が展開され、住民
意思の反映にも大きく影響します。一般的には、少数になることで質問の減少や質疑など
のかたよりが生じて、町民の意見が行政に届きにくくなることが心配な点として挙げられ
ています。
　大子町では、常任委員会の定数を減らすことなく、今までと同じような議論が行えるよ
うに配慮しています。

■議員定数削減のいいところ不安なところ

全体的な議員報酬などの費用が削減されます。

町民の意見が行政に届きにくくなるなどの不安があります。

いいところ（メリット）

不安なところ（デメリット）

令和６年度全体では 87 の新規事業、14 の拡充事業、12 の継続事業が実施されることになります。

ポイント５　交流と協働による、魅力あふれ、健全で持続可能なまちづくり

・交流拠点施設建設工事	 ７２５６万円

・都市計画マスタ－プラン見直し業務	 ３１０万円

・交流拠点施設管理業務	 １５３８万円

・ゼロカ－ボン推進事業補助金	 ２７５万円

・大子町役場障がい者用駐車場整備工事	 ２５１万円

・地区計画変更等決定図書作成業務	 ２０１万円
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一般会計補正予算（第10号）の主なもの
歳　　入 補　正　額

国庫支出金 △６０４０万６千円
県支出金 ７２６万２千円
地方債 △１０２０万円
繰入金 △３億４４４２万円

歳　　　出 補　正　額
障害福祉サービス給付費 ２９００万円
儲かる産地支援事業補助金 △１３２３万７千円
担い手確保・強化支援事業補助金 ８７６万４千円
訪問介護事業費補助金 ３７４万２千円
介護用品事業補助金 ２９１万３千円
空き家バンクリフォーム助成金 １５０万円

歳　　　出 補　正　額 補正後の予算額
大子町国民健康保険事業特別会計
（第３号） １４４万円 ２４億２９８７万５千円

大子町後期高齢者医療特別会計
（第２号） △３９８万１千円 ２億８９８７万７千円

大子町介護保険特別会計（第３号） △３４３万７千円 ２７億３４１２万２千円
大子町介護サービス事業特別会計
（第３号） ８万４千円 １２８０万円

大子町浄化槽整備事業特別会計
（第３号） △３１２６万円 １億５８３万２千円

大子町水道事業会計〔収益的収入〕 ３０２万７千円 ４億７４７９万７千円
　　　　〃　　　　〔収益的支出〕 ２１８２万７千円 ５億３８６０万１千円
　　　　〃　　　　〔資本的収入〕 １億１０２８万２千円 ３億２３４７万８千円
　　　　〃　　　　〔資本的支出〕 １億２０５４万９千円 ６億１９３９万６千円

特別会計等の主な補正額

第１回定例会　提出議案等と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果
議員提出議案
第１号

大子町議会議員定数条例及び大子町議会委員会条例の一部を改正する条
例 原案可決

議案第３号 大子町養護老人ホーム入所判定委員会条例 原案可決

議案第４号 大子町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改
正する条例 原案可決

議案第５号 非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償並びに証人等に対する実費弁
償に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
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議案第６号 大子町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決

議案第７号 大子町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等の一部を改
正する条例 原案可決

議案第８号 大子町産業活動の活性化及び雇用機会の創出のための固定資産税の特別
措置に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第９号 大子町手数料徴収条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第１０号 大子町立小，中学校及び幼稚園設置条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第１１号 大子町医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第１２号 大子町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第１３号 大子町営住宅及び特定町営住宅条例等の一部を改正する条例 原案可決

議案第１４号 令和６～９年度版小学校教師用指導書及び令和６年度特別支援教育用指
導用教材の取得について 原案可決

議案第１５号 第７次大子町総合計画の基本構想及び基本計画の策定について 原案可決

議案第１６号 大子町過疎地域持続的発展計画の変更について 原案可決

議案第１７号 大子町交流拠点施設の指定管理者の指定について 原案可決

議案第１８号 大子町営研修センターの指定管理者の指定について 原案可決

議案第１９号 袋田観瀑施設の指定管理者の指定について 原案可決

議案第２０号 大子温泉保養センター森林の温泉の指定管理者の指定について 原案可決

議案第２１号 大子町観光物産館の指定管理者の指定について 原案可決

議案第２２号 大子駅前駐車場の指定管理者の指定について 原案可決

議案第２３号 奥久慈茶の里公園の指定管理者の指定について 原案可決

議案第２４号 大子町教育委員会教育長の任命について 原案同意

議案第２５号 令和５年度大子町一般会計補正予算（第１０号） 原案可決

議案第２６号 令和５年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第２７号 令和５年度大子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第２８号 令和５年度大子町介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第２９号 令和５年度大子町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第３０号 令和５年度大子町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第３１号 令和５年度大子町水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決
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大子町教育委員会教育長に佐藤洋彰さんを任命

大子町教育委員に鈴木弘子さんを任命

大子町監査委員に須藤明さんを選任

　大子町教育委員会教育長の松本成夫さんが、令和６年３月３１日で任期満了となるため、後任とし

て佐
さと う

藤洋
ひろあき

彰さんを任命することに同意（第 1回定例会）しました。任期は令和６年４月１日から令和

９年３月３１日までです。

　大子町教育委員会委員の北原幸子さんが、令和６年６月１５日で任期満了となるため、後任として

鈴
すず き ひ ろ こ

木弘子さんを任命することに同意（第２回臨時会）しました。任期は令和６年６月１６日から令和

１０年６月１５日までです。

　大子町監査委員のうち町議会議員から選任されている鈴木陸郎さんが、令和６年３月３０日をもっ

て任期満了となったことから、後任として須
すどうあきら

藤明さんを選任することに同意（第２回臨時会）しました。

任期は令和６年４月１０日から令和１０年３月３０日までです。

※議員任期満了により審議未了廃案となりました。

陳情に対する結果報告

陳情名 陳情者 付託委員会 結果

３
年金制度における外国人への脱
退一時金の是正を求める意見書
の採択を求める陳情

福岡県行橋市
小坪　慎也

文教厚生委員会 継続審査

令和５年第４回

委員会報告第
１号 常任委員会審査報告（予算・決算委員会） 原案可決

議案第３２号 令和６年度大子町一般会計予算 原案可決

議案第３３号 令和６年度大子町国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議案第３４号 令和６年度大子町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

議案第３５号 令和６年度大子町介護保険特別会計予算 原案可決

議案第３６号 令和６年度大子町介護サービス事業特別会計予算 原案可決

議案第３７号 令和６年度大子町浄化槽整備事業会計予算 原案可決

議案第３８号 令和６年度大子町水道事業会計予算 原案可決

閉会中の継続審査の申し出について 原案決定
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■予算・決算委員会による
　令和６年度当初予算の審査

　令和６年度当初予算（議案第３２号から議案第３８号ま
で）については、予算・決算委員会に付託され２日間にわ
たり審査が行われました。
　審査終了後の採決の結果、すべての議案について原案ど
おり可決されました。

指定管理者に管理を行わせる施設 指定管理者に指定する団体 指定する期間

○名　称　大子町交流拠点施設
○所在地　大子７２０番地４

○所在地　大子町大字池田2830番地１
○名　称　一般社団法人大子町振興公社
○代表者　理事長　高梨　哲彦

令和6年5月1日～
令和9年3月31日

○名　称　大子町営研修センター
○所在地　北田気６６２番地

○所在地　大子町大字池田2830番地１
○名　称　一般社団法人大子町振興公社
○代表者　理事長　高梨　哲彦

令和6年4月1日～
令和9年3月31日

○名　称　袋田観瀑施設
（袋田の滝トンネル、第 1観瀑台、
第２観瀑台、展望台）
○所在地　袋田３番地１９ほか

○所在地　大子町大字池田2830番地１
○名　称　一般社団法人大子町振興公社
○代表者　理事長　高梨　哲彦

令和6年4月1日～
令和9年3月31日

○名　称　大子町観光物産館
○所在地　池田２８３０番地１

○所在地　大子町大字池田2830番地１
○名　称　一般社団法人大子町振興公社
○代表者　理事長　高梨　哲彦

令和6年4月1日～
令和9年3月31日

○名　称　大子駅前駐車場
○所在地　大子７１９番地９

○所在地　大子町大字大子722番地１
○名　称　大子町観光協会
○代表者　会長　川井　正人

令和6年4月1日～
令和9年3月31日

○名　称　奥久慈茶の里公園
○所在地　左貫１９２０番地

○所在地　大子町大字左貫1920番地
○名　称　茶の里公園組合
○代表者　理事長　菊池　富雄

令和6年4月1日～
令和8年3月31日

町内施設の指定管理者が指定されました！

今回は、袋田観瀑施設など６施設の指定管
理者が次のとおり指定されました。

町が設置している公の施設の管理
を民間事業者などが担う仕組みの
ことで、議会の議決を経て町が指
定します。この制度により、更な
る経費削減や住民サービスの向上
が期待できます。

指定管理者制度とは

予算・決算委員会の進行を務める菊池委員長
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予算・決算委員会での主な質疑
※一部を抜粋して掲載しています。

問　AI タクシーが１台増えて３台体制での運用を考えているとのことだが、予算や今後の運行の概要は？
答　１台の増加で約 1,000 万円増えると見込んでいる。早朝や夜の運行については、増やしたい考えはある
がドライバーの確保が課題である。乗降場所は、目印の建物などがあれば増設は可能なので、要望がある
場合は町まで相談してほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【まちづくり課】

問　官民共創のプロモーション事業の概要は？
答　町内の観光業、商工会、旅館業の方々や、大子町に関心のある方などから公募して、SNS などの情報発
信を担ってもらうための事業である。講師を迎えての講座や交流会なども予定している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【まちづくり課】

問　役場外部トラス高圧洗浄業務の内容と今後の展望は？
答　庁舎外壁などの効率的な洗浄作業の方法の１つとして、高所作業車による高圧洗浄を予定している。今
後は、木材の劣化状況や塗装の状況などを確認しながら対応していきたい。　　　　　　　　　【総務課】

問　介護事業所支援のための効果的な介護人材確保対策事業の概要は？
答　町内の介護施設等で働く従業員は、現在、従業員 1人に対して要介護（支援）認定者 3.3 人を支えてい
る計算となる。何も対策をしない場合、2040 年には 6.4 人まで跳ね上がるという試算が出ている。この数
字をできる限り少なくするために、町内の介護事業所等へのDX化等の支援をはじめ、効果的な人材確保
の施策検討のための実態調査、分析を行う。

　　また、この事業と同時に、介護が必要な高齢者が増えないよう、様々な分野で介護予防についても力を
入れていく必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【福祉課】

問　森林環境譲与税は令和 5年度と比較して約 1800万円ほど多く見込んでいるが、その理由は？
答　令和 5年度までの町と県の割合が 88 対 12 だったが、令和 6年度からは 90 対 10 に変わるため。また、
森林環境譲与税総額が 500 億円から 600 億円になることも要因である。　　　　　　　　　　　【農林課】

問　地域資源ブランディング事業とはどんなことをするのか？
答　販路開拓への実践的な支援として、令和５年度はECサイト（買い物ができるWebサイト）や海外展開
に関する勉強会を、町内事業者や近隣自治体の事業者向けに実施した。令和 6年度も事業者の声を聞きなが
ら、経済産業省補助金なども活用し進めていく予定である。　　　　　　　　　　　　　　【観光商工課】

問　男子のヒトパピローマワクチン予防接種者が増えるよう期待しているが、ＰＲ方法はどのように考える
　　か？
答　お知らせ版のほか、学校を通してパンフレットなどを配布したい。　　　　　　　　　　【健康増進課】

問　令和 6年度に予定している道路改良工事の内容は？
答　押川橋の橋りょう補修、後冥賀地区の法面修繕、高柴地区の舗装修繕、南中学校付近及び塙地区の通学路
安全対策工事を予定している。また、大生瀬地区の舗装改良工事や中郷地区、下野宮地区の道路改良工事を
予定している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【建設課】

問　部活動地域移行コーディネータ－報酬の具体的な内容は？
答　令和 6年度は、ソフトテニスとサッカーを実証事業と位置付けて進めていきたい。この２つの競技につい
ては、指導者の確保が見込めたので予算化した。その他の競技については、今後、段階的に進めていきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【教育委員会事務局】

問　浄化槽の処理能力に応じた性能のランクがあるようだが、町ではどれくらいのランクのものを整備して
　　いるのか？
答　浄化槽には窒素除去型などいくつかの性能区分が設けられていて、湖沼等に流入する河川の流域において
は高度処理型浄化槽の設置が求められいるが、町においては通常型の浄化槽により整備を進めている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【生活環境課】
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■議員と話そう会の声を町長にお届け！
　令和 5 年に実施した、「議員と話そう会」に参加された
皆さんの声を町長にお届けしました。
　また、文教厚生委員会が主体となって実施した「大子
清流高校生との意見交換会」の内容を合わせて報告しま
した。
　今回の報告書は、菊池議長、齋藤副議長及び大森議会
運営委員長の３人が３月 7 日に町長と面会し、直接町長
に手渡しました。そして「町民の声として、今後の事務
遂行時の参考にしてほしい」旨を伝えました。

【議員と話そう会実施団体】
・大子清流高校生との意見交換  (NO. ２１３）　　
・大子町高齢者大学 　　　　　（NO. ２１５）
・大子町地域女性団体連絡会 　（NO. ２１６）
・大子町ＰＴＡ連絡協議会 　　（NO. ２１６）

ピックアップ

1 月、２月、３月、４月は主に次のような議員活動を行いました。

議員の活動報告します！

1月

2月

3月

4月

・茨城県町村長・町村議会議長会合同定例会　〔議長〕
・水郡線マイレール意識醸成シンポジウム　〔各議員〕
・議会運営委員会・全員協議会　〔委員・全議員〕
・後期高齢者医療広域連合議会運営委員会・全員協議会　〔議長〕
・山形県中山町議会特別委員会行政視察対応　〔副議長〕
・全員協議会　〔全議員〕
・第１回定例会（７日～１９日）
・衛生センター竣工式　〔全議員〕
・町村自治功労者表彰式　〔議長〕
・立地適正化計画策定委員会　〔委員〕
・百段階段でひな祭り　〔議長〕
・大子町議会議員一般選挙　
・４年間の議員任期が満了（３月３０日）
・全員協議会　〔全議員〕
・第２回臨時会　〔全議員〕

高梨町長に報告書を手渡す菊池議長、
齋藤副議長、大森議会運営委員長

議会だよりに「議員と話そう会」の内
容を掲載しています。下記のQRを読
み込んでご覧ください。
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■衛生センター竣工式典
　２月 17 日に、衛生センターの竣工式典が開催され
私たち町議会議員も出席しました。
　式典には、国会議員や県議会議員など多くの来賓者
が出席され、テープカットなどのセレモニーが行われ
ました。
　衛生センターは、令和元年東日本台風により甚大な
被害を被ったため、国からの補助など受けて新たに建
築したもので、令和６年２月から運用が開始されまし
た。

■初顔あわせ！
　新たなメンバーで全員協議会！

　４月２日に、改選後初めての全員協議会を開いて今

後の議会運営に関する協議を行いました。

　協議の中で、常任委員会（総務経済委員会、文教厚

生委員会）の各委員が決まり、第 2 回臨時会に於いて

委員長が決定しました。（詳細はＰ２をご覧ください。）

■大子町へようこそ！（行政視察・校外学習）
　県外２市町の議会議員の方々に訪問いただきましたのでご紹介します。

　また、２月２７日には依上小学校とさはら小学校の３年生（現在は４年生）が校外学習で役場庁舎

を訪れ、議場などを見学しました。

山形県中山町議会
（治山・治水特別委員会）

依上小学校・さはら小学校
（３年生）

栃木県さくら市議会
（文教厚生常任委員会）

【視察概要】　新庁舎建設

【視察概要】　合同校外学習
　　　　　　（役場見学会）

左の写真は2校合同で撮影したものです。

【視察概要】　フォレスパ大子の管理運営について

祝辞を述べる菊池議長

議員章（バッチ）の貸与を受ける新人議員
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あん議
と き
会の質問は今？！

　今まで議会で質問してきた事業が、その後どのように行われているか、現
在の状況をお知らせするコーナーです。
　今回は、以前に一般質問などで取り上げた話題や事業が令和６年度に予算
化され、実際に始まる事業をいくつかご紹介します。

①【帯状疱疹ワクチン接種の助成】〔一般質問：令和４年第４回定例会〕

②【子宮頸がん予防のための施策】〔一般質問：令和５年第２回定例会〕

あん議会（とき）の質問 そん時の答弁

　帯状疱疹の発症は、50歳上になると発症率が
高くなり、80歳までに約 3人に 1人が発症す
ると言われている。予防にはワクチン接種が有
効だが高額である。町で助成できないか。

　現在は任意（各自の希望で受ける）の予防接
種である。国の厚生科学審議会で、定期予防接
種の検討が進められている。町では、国や県と
意見交換をしながら検討していくので、少し時
間をいただきたい。

あん議会（とき）の質問 そん時の答弁

　子宮頸がんの 95％以上はヒトパピローマウイ
ルスの感染が原因で、性交渉で感染するとされ
ている。
　日本でも 9歳以上の男性に４価ワクチンの適
用が追加された。男性自身の中咽頭がん、陰茎
がんなどの予防もでき、男女間での感染を防ぐ
ことができるが男性への接種費用も助成できな
いか。

　現在のところ任意の予防接種に位置付けられ
ている。厚生労働省の専門家の会議で定期接種
の位置付けなどの議論が予定されているので、
国の動向に注視したい。
　幅広い年代への様々な疾病に関して、均一サ
ービスを町民に提供して行く問題だと受け止め
ている。今後検討していきたい。

事業名・予算額 令和 6年度の事業内容

〈帯状疱疹ワクチン
任意予防接種事業〉
４４０万円

◎ 65 歳以上の高齢者を対象に、帯状疱疹ワクチン接種に係る費
用の１/２を助成する。
◎助成上限は生ワクチン 1回分 4,000 円、不活化ワクチン 1回
10,000 円× 2回分まで。

事業名・予算額 令和 6年度の事業内容

〈男子HPVワクチン
任意予防接種助成事業〉
１５６万円

◎小学６年生～高校 1年生の男子を対象に HPVワクチン（４価
ワクチン）の接種を希望する方へ接種に係る費用の全額を助成す
る。

予算化決定

予算化決定
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一般質問とは・・・
　定例会において、議員が町民の代表として、行政全般にわたり町の考え方や施策の進ちょく状況、

将来における施策方針等をただすことです。

　また議員は、町長等の答弁を受け、疑問をただすことはもとより、町民の立場に立った事

務事業の改善や政策提言をすることも、議員の重要な権限です。

令和６年　第１回定例会

　　　　　　　質　　問　　内　　容 ページ 　　質　　問　　者

交流拠点施設の管理委託先は
P.16 菊池　富也　議員

少子化対策、観光振興策について

自転車オフロードコース計画は
P.17 大森　勝夫　議員

立地を生かした大子西中学校の活用策は

仕事のマッチング事業の実現性は
P.18 福田　祥江　議員

住宅の耐震改修工事に使える補助金は

超高齢化社会に向けたまちづくりは
P.19 川井　正人　議員

中学校の統合後における通学方法は

魅力を伝えるための観光振興を

P.20 飯村　　剛　議員農業への関心が高まるような施設整備を

まちがいなく知名度向上に繋がる

水門整備を含めて町から要望を P.21 藤田　　稔　議員

おうちで議会を視聴しよう！
　大子町では議会中継を行っていますので、スマートフォンなどを利用して自宅で議会
の様子を見ることができます。定例会や臨時会の様子を生中継するとともに、録画配信
も行っていますので、是非ご利用ください。
※一般質問者ページのＱＲコードから、質問者を検索することもできます。

ホームページから スマートフォンから大子町議会中継 クリック検索検索クリック議会中継

町政に
　ここが聞きたい！これを言いたい！

６名の議員が一般質問！！
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
菊
池
】
大
子
町
交
流
拠
点
施

設
の
委
託
先
、
委
託
料
及
び
施

設
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
指
定
管

理
者
は
大
子
町
振
興
公
社
を
予

定
し
て
い
る
。
管
理
委
託
料
は
、

約
１
５
０
０
万
円
と
し
、
人
件

費
、
保
守
点
検
料
、
光
熱
費
等

で
あ
る
。
１
階
は
、
カ
フ
ェ
や

軽
食
の
と
れ
る
ス
ペ
ー
ス
、
特

産
品
の
展
示
販
売
、
２
階
は
、

町
民
や
観
光
客
が
交
流
で
き
る

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
３
階
は
、

学
生
向
け
の
ス
ペ
ー
ス
を
予
定

し
て
い
る
。

【
菊
池
】
振
興
公
社
は
、
今
後

ま
す
ま
す
業
務
量
が
増
大
し
て

い
く
う
え
、
町
長
が
理
事
長
職

を
兼
務
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

こ
の
状
況
を
町
長
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
振
興
公
社
に
は
、
資

金
管
理
や
職
員
管
理
な
ど
の
実

務
者
が
現
場
に
い
る
。
安
定
経

営
が
で
き
る
ま
で
の
状
況
を
見

極
め
た
う
え
で
、
更
に
大
き
な

業
務
量
と
な
れ
ば
、
信
頼
で
き

る
者
に
理
事
長
を
任
せ
る
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

【
菊
池
】
福
寿
荘
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
の
福
寿
荘
に
は
、
既
に
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
整
備
さ
れ
て
い
る

は
ず
。
な
ぜ
、
新
年
度
で
５
０

０
万
円
以
上
を
か
け
て
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

指
定
管
理
者
で
は
な
く
、
な
ぜ

町
が
整
備
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
現
在
、
福

寿
荘
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
、
ロ
ビ
ー
周
辺

が
利
用
で
き
る
。
客
室
で
利
用

で
き
な
い
の
で
、
今
回
、
整
備

を
進
め
る
。
今
回
の
整
備
は
、

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
利
用
者

の
利
便
性
を
向
上
し
、
誘
客
に

つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
ま
た
、
指
定

管
理
に
お
け
る
修

繕
区
分
の
観
点
に

基
づ
い
て
整
備
を

進
め
る
こ
と
と
し

た
。
工
事
費
が
高

額
と
の
指
摘
で
あ

る
が
、
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
や
管
内

の
状
況
を
調
査
し
、
予
算
を
算

出
し
た
。
町
が
整
備
を
実
施
す

る
の
は
、
現
在
の
社
会
情
勢
を

踏
ま
え
、
公
共
施
設
が
備
え
て

お
く
設
備
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

【
菊
池
】
中
学
生
海
外
語
学
研

修
現
地
視
察
業
務
の
内
容
と
必

要
性
に
つ
い
て
伺
う
。
昨
年
も

実
施
し
て
い
る
が
、
本
年
度
は
、

１
千
万
円
以
上
の
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
必
要

性
に
つ
い
て
伺
う
。
現
在
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
な
ど
で
現
地
の
状
況
や
内

容
の
確
認
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
昨

年
度
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
及
び
台

湾
の
現
地
調
査
を
実
施
、
本
年

度
は
新
た
な
候
補
地
も
含
め
、

語
学
研
修
施
設
や
現
地
の
文
化

等
を
学
ぶ
事
業
を
決
定
す
る
た

め
、
中
学
校
の
教
員
や
町
議
会

議
員
の
参
加
に
よ
り
調
査
を
実

施
す
る
。
こ
の
事
業
は
、
日
本

を
離
れ
、
約
１
０
０
名
が
参
加

す
る
研
修
と
な
る
の
で
、
現
地

調
査
が
必
須
と
な
る
。

【
菊
池
】
こ
こ
５
年
間
で
人
口

は
２
０
０
０
人
が
減
少
し
、
高

齢
化
率
も
４
％
上
昇
し
て
い
る
。

町
の
対
策
は
。

【
町
長
】
非
常
に
難
し
い
問
題

で
あ
る
。
町
の
医
療
を
守
っ
て

い
く
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
施
策

を
維
持
・
継
続
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

【
菊
池
】
新
た
に
町
内
に
入
っ

て
く
る
定
住
者
や
観
光
客
を
増

や
す
た
め
の
施
策
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
大
子
町
総

合
計
画
や
大
子
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ

き
、
知
名
度
の
向
上
と
観
光
・

交
流
人
口
、
移
住
・
定
住
希
望

者
の
掘
り
起
こ
し
等
を
考
え
て

い
る
。
観
光
の
観
点
か
ら
、
施

設
の
改
修
・
充
実
、
体
験
型
コ

ン
テ
ン
ツ
の
開
発
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
向
け
の
情
報
発
信
な
ど
に

よ
る
観
光
客
の
増
加
を
図
る
。

【
菊
池
】
八
溝
山
の
眺
望
に
つ

い
て
、
昨
年
の
町
の
動
き
は

【
観
光
商
工
課
長
】
環
境
整
備

は
実
施
し
た
が
、
眺
望
に
つ
い

て
の
活
動
は
し
て
い
な
い
。

交
流
拠
点
施
設
の
管
理
委
託
先
は

大
子
町
振
興
公
社
を
予
定
し
て
い
る

答 問

菊池富也 議員

少
子
化
対
策
、
観
光

振
興
策
に
つ
い
て

新築される大子町交流拠点施設
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
大
森
】
大
子
町
の
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
ひ
と
つ
に

自
転
車
が
あ
る
。
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
で
走
る
オ
フ
ロ
ー
ド
の

コ
ー
ス
は
希
少
性
が
あ
り
、
知

名
度
向
上
と
集
客
が
期
待
で
き

る
。
浅
川
地
区
の
ポ
ナ
イ
の
森

に
自
転
車
オ
フ
ロ
ー
ド
コ
ー
ス

の
整
備
計
画
が
進
展
し
て
い
る
。

運
用
開
始
の
目
途
は
い
つ
頃
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
令
和
６
年

度
に
実
施
計
画
、
令
和
７
年
度

に
工
事
着
工
の
予
定
な
の
で
、

令
和
７
年
秋
も
し
く
は
令
和
８

年
春
オ
ー
プ
ン
に
な
る
。
未
舗

装
コ
ー
ス
な
の
で
、
降
霜
に
よ

る
ダ
メ
ー
ジ
を
避
け
る
た
め
冬

季
は
ク
ロ
ー
ズ
を
想
定
し
て
い

る
。

【
大
森
】
道
の
駅
で
の
ロ
ー
ド

バ
イ
ク
の
レ
ン
タ
ル
が
好
評
で

あ
る
。
新
設
コ
ー
ス
に
も
初
心

者
が
体
験
し
や
す
い
よ
う
に
、

オ
フ
ロ
ー
ド
自
転
車
の
レ
ン
タ

ル
を
す
れ
ば
、
施
設
の
集
客
力

が
高
ま
る
。
検
討
で
き
な
い
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
計
画
中
の

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
は
、

子
ど
も
の
未
経
験
者
か
ら
愛
好

家
ま
で
楽
し
め
る
多
様
性
の
あ

る
コ
ー
ス
を
想
定
し
て
い
る
。

未
経
験
者
の
需
要
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

の
レ
ン
タ
ル
も
収
支
予
測
を
行

っ
た
う
え
で
検
討
し
た
い
。

【
大
森
】
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
な
ど

ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
め
る

施
設
も
併
設
を
計
画
し

て
い
る
が
、
簡
易
な
無

料
施
設
な
の
か
、
有
料

化
で
き
る
程
度
の
施
設

な
の
か
を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
町

の
自
然
を
生
か
し
た
観

光
誘
客
策
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
類
似
の
事
例
を

考
慮
し
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
い
る
。
安
全
管

理
の
面
で
設
備
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
必
須
で
あ
り
、
有
料

施
設
と
し
て
の
運
営
を
想
定
し

て
い
る
。

【
大
森
】
中
学
校
統
合
後
の
空

き
校
舎
活
用
の
構
想
だ
が
、
大

子
西
中
学
校
は
大
子
清
流
高
校

の
芦
野
倉
農
場
に
近
い
。
大
子

清
流
高
校
の
補
助
施
設
と
し
て

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
な
ど
の
利
用

を
想
定
し
て
は
ど
う
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
大

子
清
流
高
校
に
は
、
芦
野
倉
農

場
にW

i-Fi

や
エ
ア
コ
ン
が
整

備
さ
れ
た
教
室
が
あ
り
、
現
状

の
施
設
で
授
業
に
支
障
は
な
い
。

使
用
目
的
が
教
育
施
設
と
す
る

な
ら
ば
、
旧
黒
沢
小
学
校
を
ル

ネ
サ
ン
ス
高
等
学
校
が
活
用
し

て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
手
法
も

あ
る
。

【
大
森
】
大
子
清
流
高
校
支
援

の
観
点
か
ら
、
学
生
寮
と
し
て

の
活
用
検
討
は
で
き
な
い
か
。

全
国
か
ら
生
徒
が
集
う
高
校
に

は
宿
泊
施
設
が
必
須
で
あ
る
。

校
舎
の
一
部
を
大
子
研
修
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
宿
泊
施
設
に
改

修
し
て
学
生
寮
に
す
る
。
ま
た
、

寮
と
し
て
の
利
用
だ
け
で
な
く
、

農
業
就
労
希
望
者
の
宿
泊
所
と

し
て
も
機
能
さ
せ
、
人
材
確
保

に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、
計
画
中

の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス

か
ら
近
い
の
で
、
滞
在
型
の
ア

ウ
ト
ド
ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
提
案
で
き
る
施
設
に
も
す
る
。

活
用
の
構
想
と
し
て
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
大

子
清
流
高
校
の
全
国
募
集
に
よ

る
入
学
者
の
住
居
は
、
希
望
に

応
じ
て
ア
パ
ー
ト
や
旅
館
な
ど

の
施
設
を
想
定
し
て
い
る
。
大

子
研
修
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を
寮

と
し
て
活
用
す
る
手
法
も
想
定

し
て
お
り
、
将
来
的
に
全
国
募

集
の
入
学
者
が
一
定
の
人
数
に

な
っ
た
段
階
で
寮
と
し
て
の
活

用
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

全
国
の
廃
校
後
の
活
用
事
例

の
情
報
収
集
に
努
め
、
関
係
各

課
と
連
携
を
図
り
廃
校
後
の
活

用
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。
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自
転
車
オ
フ
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
計
画
は

約
２
年
後
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す

大森勝夫 議員

答 問

立
地
を
生
か
し
た
大
子

西
中
学
校
の
活
用
策
は

一般質問

イメージ写真ですが、マウンテンバイクのコースは大子のアウトドア・ブランディングに役立ちます

イメージ写真ですが、マウンテンバイクのコースは大子の
アウトドア・ブランディングに役立ちます



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
福
田
】
自
然
災
害
は
避
け
て

通
れ
な
い
。
そ
こ
で
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
の「
減
災
」

と
い
う
考
え
が
あ
る
。
減
災
に

は
日
々
の
備
え
が
重
要
で
あ
る
。

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
で
、

要
配
慮
者
に
対
す
る
避
難
所
の

体
制
に
つ
い
て
質
問
し
、
尿
取

り
パ
ッ
ド
や
長
時
間
用
の
生
理

用
品
な
ど
の
備
蓄
を
提
案
し
た

と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
そ
の
後
、

備
品
で
整
え
た
も
の
は
あ
る
か
。

【
総
務
課
長
】
哺
乳
瓶
に
移
し

替
え
ず
に
缶
の
ま
ま
授
乳
が
で

き
る
液
体
ミ
ル
ク
と
全
身
清
拭

で
き
る
防
災
用
タ
オ
ル
を
購
入

し
た
。

【
福
田
】
茨
城
県
で
は
令
和
２

年
ま
で
に
住
宅
の
耐
震
化
率
を

95
％
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
き
た
が
、
大
子
町
で
は
古
い

耐
震
基
準
の
住
宅
が
52
％
と
突

出
し
て
い
る
。
大
子
町
耐
震
改

修
促
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
２
０
２
３
と
い
う
も
の
を
策

定
し
て
い
る
が
、
当
町
に
お
け

る
補
助
の
内
容
と
実
績
は
。

【
建
設
課
長
】
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅

に
対
し
、
本
人
負
担
２
千
円
で

【
福
田
】
大
子
町
に
住
み
た
い

が
仕
事
が
な
い
と
い
う
声
を
聞

く
一
方
で
、
事
業
者
か
ら
は
人

手
不
足
の
声
を
よ
く
聞
く
。
報

酬
や
時
間
な
ど
の
条
件
面
で
の

不
一
致
も
あ
る
と
思
う
が
、
双

方
の
ニ
ー
ズ
が
知
ら
れ
て
い
な

い
側
面
も
あ
る
と
感
じ
る
。
町

の
な
か
で
町
内
の
働
く
場
の
情

報
を
得
ら
れ
て
、
マ
ッ
チ
ン
グ

が
行
え
る
と
よ
り
良
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
が
。

【
観
光
商
工
課
長
】
現
在
、
毎

月
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
常
陸
大
宮
に

よ
る
巡
回
労
働
相
談
会
を
開
催

し
、
求
人
情
報
を
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
役
場
ロ
ビ
ー
に
掲
示
し

て
い
る
。
ま
た
清
流
高
校
で
説

明
会
を
行
っ
た
り
、
企
業
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た
り
し
て

い
る
。

【
福
田
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
情

報
は
大
子
町
に
特
化
し
て
い
な

い
。
ま
た
短
期
の
パ
ー
ト
や
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
情
報
は
得
ら

れ
な
い
。
公
式
ラ
イ
ン
や
ア
プ

リ
に
掲
示
板
機
能
を
つ
け
る
よ

う
な
こ
と
は
不
可
能
な
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
町
事
業
者

か
ら
は
、
人
手
不
足
と
い
っ
た

声
が
多
数
届
い
て
い
る
。
繁
忙

期
に
パ
ー
ト
を
探
し
て
い
る
と

の
声
も
聞
く
。
ス
ケ
ッ
タ
ー
の

よ
う
な
仕
組
み
を
他
業
種
に
広

げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
Ｄ
Ｘ

に
つ
な
が
る
。
若
年
層
も
意
識

し
つ
つ
、
よ
り
利
便
性
が
向
上

す
る
よ
う
な
取
組
で
、
町
は
ど

の
よ
う
な
事
が
で
き
る
の
か
調

査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

診
断
士
を
派
遣
、
耐
震
性
が
な

い
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
耐
震

改
修
設
計
と
工
事
を
一
括
し
て

行
う
場
合
に
費
用
の
５
分
の
４
、

限
度
額
１
０
０
万
円
の
補
助
、

緊
急
輸
送
道
路
や
通
学
路
に
面

す
る
沿
道
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤

去
費
用
の
３
分
の
２
、
限
度
額

15
万
円
を
補
助
す
る
も
の
が
あ

る
。
令
和
２
年
か
ら
５
年
度
ま

で
で
耐
震
診
断
は
４
件
、
住
宅

改
修
は
０
件
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤

去
は
４
件
で
あ
っ
た
。

【
福
田
】
耐
震
改
修
工
事
費
は

相
場
と
し
て
１
５
０
平
方
メ
ー

ト
ル
、
２
階
建
で
１
４
０
万
円

か
ら
２
１
０
万
円
か
か
る
と
い

う
の
を
見
た
。
他
に
使
え
る
補

助
は
な
い
か
。
ま
た
周
知
に
工

夫
は
。

【
建
設
課
長
】
町
で
行
っ
て
い

る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
も

利
用
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
が

届
き
に
く
い
高
齢
者
世
帯
に
は
、

民
生
委
員
や
区
長
な
ど
地
域
の

皆
様
の
力
を
借
り
て
周
知
を
し

て
い
き
た
い
。

仕
事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
の
実
現
性
は

町
が
何
か
で
き
る
か
調
査
研
究
し
て
い
く

福田祥江 議員

答 問

住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

に
使
え
る
補
助
金
は

役場内のハローワークからの
情報の設置場所
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
川
井
】
２
０
５
０
年
に
は
大

子
町
の
人
口
が
２
０
２
０
年
と

比
較
し
て
60
・
４
％
減
少
し
、

１
万
５
７
０
０
人
か
ら
６
２
０

０
人
と
な
り
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
割
合
は
63
・
３
％
と
な
る

新
聞
報
道
が
町
民
に
衝
撃
を
与

え
た
。
町
は
超
高
齢
化
社
会
を

見
据
え
ど
ん
な
構
想
を
描
い
て

い
る
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
第
７
次

総
合
計
画
に
お
い
て
も
、
人
口

減
少
問
題
へ
の
対
応
を
町
の
最

重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
。
す
べ
て
の
町
民
が
生
涯

に
わ
た
っ
て
活
躍
し
生
き
生
き

と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
健

康
・
長
寿
の
町
づ
く
り
を
進
め
、

人
口
減
少
が
進
ん
だ
社
会
を
想

定
し
て
、
そ
れ
に
適
応
す
る
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
川
井
】
神
奈
川
県
の
藤
沢
市

に
民
間
の
取
組
と
し
て
多
世
代

共
生
型
の
ア
パ
ー
ト
が
誕
生
し

た
。
入
居
条
件
と
し
て
、
若
い

人
た
ち
は
高
齢
者
に
対
し
朝
晩

の
出
勤
時
や
、
通
学
時
の
声
か

け
、
月
１
回
の
お
茶
会
等
を
主

催
す
る
こ
と
で
家
賃
が
半
額
に

な
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
運
営

し
て
い
る
。
ま
た
「
え
ん
が

お
」
と
い
う
大
田
原
市
の
事
例

は
、「
こ
ど
く
」
と
「
こ
り
つ
」

を
地
域
の
現
場
か
ら
変
え
て
い

く
、
独
居
高
齢
者
の
10
人
に
１

人
が
１
週
間
に
１
回
し
か
人
と

会
話
し
な
い
、
人
生
の
締
め
く

く
り
の
大
切
な
数
年
間
を
誰
と

も
話
せ
ず
、
誰
に
も
頼
れ
ず
孤

立
化
し
て
終
わ
る
、
こ
の
現
実

が
悔
し
く
て
会
社
を
立
ち
上
げ

た
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
鑑
み
、

多
世
代
共
生
型
の
ア
パ
ー
ト
的

な
高
齢
者
を
優
先
し
た
住
宅
の

建
設
推
進
や
実
証
実
験
の
可
能

性
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

【
町
長
】
ま
ず
は
今
お
住
ま
い

の
地
域
で
健
康
に
楽
し
く
長
く

暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

念
頭
に
置
い
て
い
る
。
若
者
と

高
齢
者
た
ち
の
介
護
も
含
め
た

住
宅
の
必
要
性
が
あ
る
と
い
う

事
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
に
判
断

す
る
こ
と
に
な
る
。
必
要
性
が

あ
れ
ば
将
来
的
に
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
捉
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

【
川
井
】
町
と
し
て
将
来
の
自

動
車
運
転
社
会
に
備
え
、
一
定

の
要
件
を
満
た
し
た
高
齢
者
が

複
数
で
自
動
車
運
転
車
両
を
シ

ェ
ア
す
る
目
的
で
購
入
す
る
場

合
等
そ
の
補
助
に
向
け
た
基
金

等
を
設
置
す
る
考
え
が
あ
る

か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
完
全
自

動
運
転
技
術
が
市
場
化
し
、
町

民
の
移
動
手
段
と
し
て
、
自
動

運
転
車
両
の
必
要
性
が
高
ま
っ

た
際
に
は
必
要
な
支
援
や
環
境

整
備
が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き

調
査
研
究
に
努
め
、
政
府
の
動

き
や
今
後
の
自
動
車
運
転
技
術

の
進
捗
を
注
視
し
て
い
く
。
ま

た
、
Ａ
Ｉ
乗
合
タ
ク
シ
ー
た
く

ま
る
の
増
車
や
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
券
の
交
付
枚
数
を
増
や
す

な
ど
、
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
充

に
努
め
、
自
家
用
車
を
使
わ
な

く
て
も
生
活
で
き
る
外
出
環
境

の
整
備
を
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

【
川
井
】
中
学
校
が
統
合
さ
れ

る
こ
と
で
広
域
か
ら
の
通
学
網

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
バ

ス
や
Ａ
Ｉ
乗
合
タ
ク
シ
ー
等

様
々
な
交
通
手
段
が
あ
る
中
、

財
政
面
や
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
の
利
用

促
進
も
考
え
、
水
郡
線
を
使
っ

た
交
通
手
段
は
検
討
で
き
な
い

か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
具

体
的
な
通
学
方
法
に
つ
い
て

は
、
内
容
が
示
せ
る
段
階
に
お

い
て
、
対
象
と
な
る
保
護
者
の

方
を
対
象
と
し
て
説
明
会
を
開

催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 中

学
校
の
統
合
後
に

お
け
る
通
学
方
法
は

多世代が集まる場所”えんがお”

笑顔あふれる場所”えんがお”

通学に水郡線の利用も選択肢
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一般質問

超
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
は

健
康
・
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

川井正人 議員

答 問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
飯
村
】
町
で
は
「
全
方
位
ア

ウ
ト
ド
ア
。自
然
基
地
大
子
町
」

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
掲
げ
て

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

誘
客
を
行
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
企

画
の
茨
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
成
果
に

つ
い
て
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
昨
年
の
10

月
か
ら
12
月
期
に
お
い
て
、
前

年
比
で
10
％
増(

約
30
万
人)

袋
田
の
滝
で
は
16
％
増(

約
18

万
人)

の
観
光
客
に
お
越
し
頂

い
た
。

【
飯
村
】 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
企
画

で
の
環
境
整
備
の
推
進
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
昨
年
開
催

し
た
八
溝
山
頂
を
目
指
す
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
。
今
後
も
町
の
全

体
的
な
コ
ー
ス
の
路
面
清
掃
、

支
障
木
の
伐
採
、
危
険
箇
所
の

点
検
を
行
い
改
善
に
努
め
て
い

く
。

【
飯
村
】
大
子
来
人
レ
ー
ザ
ー

シ
ョ
ー
で
の
来
客
の
反
応
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
リ
ピ
ー
タ

ー
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
が
増
加

し
た
。

【
飯
村
】
滝
の
魅
力
を
も
っ
と

伝
え
る
た
め
新
た
な
光
の
演
出

に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
袋
田
清
流

会
が
「
袋
田
の
滝
月
明
か
り
」

の
演
出
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
調
査
研
究
を
行
い
魅
力
の
向

上
が
図
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
く
。

【
飯
村
】
来
客
が
駐
車
場
か
ら

売
店
な
ど
も
っ
と
楽
し
み
な
が

ら
長
く
滞
在
で
き
る
よ
う
な
環

境
整
備
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
観
光
客
に

袋
田
の
滝
を
選
ん
で
い
た
だ

け
る
話
題
づ
く
り
な
ど
袋
田

清
流
会
、
観
光
協
会
、
ホ
テ

ル
・
旅
館
組
合
と
進
め
て
い

る
。
遊
歩
道
整
備
に
つ
い
て

は
支
障
木
の
伐
採
や
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
整
備
な
ど
県
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策
の
補
助
事
業

を
活
用
し
て
い
く
。

【
飯
村
】
令
和
７
年
度
の
中
学

校
統
合
に
よ
り
閉
校
に
な
る
校

舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
わ
が

町
は
日
本
一
の
米
や
果
樹
、
お

茶
な
ど
た
く
さ
ん
の
特
産
物
が

あ
る
。
空
き
校
舎
を
中
心
と
し

た
「
体
験
型
農
業
テ
ー
マ
パ
ー

ク
」
の
整
備
を
行
い
、

農
業
に
興
味
を
持
っ

た
移
住
者
促
進
に
繋

げ
て
み
て
は
い
か
が

か
。

【
農
林
課
長
】
優
良
事

例
と
し
て
行
方
市
で

は
地
元
Ｊ
Ａ
が
中
心

と
な
り
、
民
間
企
業

が
廃
校
舎
を
買
い
取

り
、
工
場
や
体
験
施

設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
の
整
備
を
し
、
各

種
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
を
提
供
し
て
い

る
。
今
後
は
町
有
財

産
処
理
活
用
審
議

会
を
通
し
て
町
民
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
茶
の
里
公
園
、

お
や
き
学
校
な
ど
の
関
連
性

を
重
要
視
し
企
業
の
進
出
意

向
の
情
報
収
集
に
努
め
て
い

き
た
い
。

【
飯
村
】
先
般
か
ら
観
光
誘
客

の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
ド

ッ
ク
ラ
ン
の
整
備
を
し
て
は
い

か
が
。

【
観
光
商
工
課
長
】
現
在
、
道

の
駅
北
側
に
実
施
計
画
を
進

め
て
い
る
。
笠
間
市
に
お
い

て
は
民
間
企
業
が
廃
校
を
ド

ッ
ク
ラ
ン
に
し
て
い
る
事
例

が
あ
る
。
大
子
町
に
お
い
て

も
民
間
企
業
の
参
入
の
可
能

性
を
考
え
つ
つ
、
検
討
の
一

つ
に
上
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

行方市では廃校と耕作放棄地を利用して整備を行っている
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魅
力
を
伝
え
る
た
め
の
観
光
振
興
を

更
に
企
画
の
磨
き
上
げ
を
図
る

答 問

飯村　剛 議員

ま
ち
が
い
な
く
知
名
度

向
上
に
繋
が
る

農
業
へ
の
関
心
が
高
ま

る
よ
う
な
施
設
整
備
を

一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
藤
田
】
大
子
町
で
は
、
災
害

発
生
時
な
ど
に
備
え
た
飲
食
料

等
の
備
蓄
は
、
十
分
対
応
で
き

る
状
況
に
あ
る
か
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
備
蓄
計
画
上
何

と
か
確
保
出
来
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
認
識
し
て
い
る
。

【
藤
田
】
各
基
幹
避
難
所
へ
の

電
源
確
保
状
況
を
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
建
設
業
協
会
と

引
き
続
き
連
携
し
て
い
き
た
い
。

【
藤
田
】
撤
去
さ
れ
た
松
沼
橋

側
に
お
け
る
水
門
、
消
防
水
利

の
再
整
備
の
現
状
を
伺
う
。

【
建
設
課
長
】
消
防
車
両
が
河

川
近
く
に
進
入
で
き
る
要
望
を

反
映
し
て
、
陸
地
側
に
改
め

て
止
水
板
を
設
置
す
る
。
強

度
計
算
を
し
て
、
安
全
性
が

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
久

慈
川
緊
急
治
水
対
策
河
川
事

務
所
に
よ
り
説
明
を
受
け
て

い
る
。

【
藤
田
】
止
水
板
が
木
造
で

水
が
一
滴
も
入
ら
な
い
の
か
。

水
門
設
置
も
含
め
て
町
か
ら

要
望
を
し
て
頂
け
る
か
伺
う
。

【
町
長
】
ま
ち
な
か
の
災
害

を
心
配
す
る
方
々
、
消
防
団

の
皆
さ
ん
、
住
民
の
皆
さ
ん

と
も
う
一
度
協
議
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
う
。
そ
の
中
で

丁
寧
な
議
論
を
し
て
い
く
問

題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

【
藤
田
】
現
消
防
庁
舎
は
、

旧
耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ
た

建
物
で
施
設
・
設
備
の
老
朽

化
が
著
し
く
、
か
つ
浸
水
想

定
区
域
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
か
ら
防
災
拠
点
と
し
て
の

役
割
が
果
た
せ
な
い
恐
れ
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
代
替
地
を

含
め
た
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

【
消
防
長
】
消
防
庁
舎
は
、
消

防
活
動
の
中
枢
拠
点
と
な
る
。

浸
水
対
策
を
行
っ
た
上
で
建
替

え
る
の
か
、
移
転
新
築
す
る
か
。

各
関
係
課
と
情
報
を
共
有
し
て

移
転
先
を
含
め
慎
重
に
環
境
を

整
備
し
て
い
き
た
い
。

【
藤
田
】
消
防
庁
舎
建
替
え
に

あ
っ
て
は
、
大
子
町
研
修
セ
ン

タ
ー
研
修
棟
、
体
育
館
、
プ
ー

ル
等
の
敷
地
の
活
用
な
ど
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
研
修
セ
ン
タ
ー
の
利

用
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
た
中
で
、
消
防
庁
舎

の
建
物
に
関
し
て
も
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
の
で
、
検
討
し
て
出

来
る
だ
け
早
い
段
階
で
は
っ
き

り
さ
せ
た
い
。

【
藤
田
】
大
子
町
が
振
興
公
社

に
委
託
し
て
い
る
施
設
の
委
託

料
ま
た
事
業
実
績
は
ど
う
か
。

さ
ら
に
新
た
に
委
託
す
る
施
設

は
あ
る
か
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
フ
ォ
レ
ス

パ
だ
い
ご
は
１
億
３
０
０
万
円
、

グ
リ
ン
ヴ
ィ
ラ
は
９
４
６
０
万

円
、
そ
の
他
大
子
広
域
公
園
他

ト
ー
タ
ル
で
２
億
３
６
３
３
万

８
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
事
業

実
績
は
、
道
の
駅
奥
久
慈
だ
い

ご
が
１
億
８
３
２
７
万
１
１
９

８
円
、
グ
リ
ン
ヴ
ィ
ラ
が
１
億

２
４
６
８
万
７
２
４
１
円
、
そ

の
他
フ
ォ
レ
ス
パ
だ
い
ご
、
大

子
広
域
公
園
等
売
上
総
合
で
７

８
５
７
万
８
７
７
３
円
で
あ
る
。

町
か
ら
の
燃
料
高
騰
対
策
、
コ

ロ
ナ
対
策
の
受
取
補
助
金
２
３

１
０
万
円
が
含
ま
れ
て
い
る
。

大
子
町
交
流
拠
点
施
設
管
理
を

振
興
公
社
に
指
定
す
る
べ
く
今

定
例
会
に
上
程
し
て
い
る
。

【
藤
田
】
民
間
企
業
へ
の
委
託

を
考
え
て
は
ど
う
か
伺
う
。

【
町
長
】
民
間
委
託
は
理
想
で

あ
る
が
、
現
存
の
振
興
公
社
の

母
体
で
黒
字
化
し
て
民
間
企
業

が
参
入
で
き
る
よ
う
短
期
的
に

挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

【
藤
田
】
少
子
化
や
高
齢
化
対

策
な
ど
、
町
の
将
来
を
見
据
え

今
後
ど
の
様
に
町
政
に
反
映
し

て
い
く
の
か
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】
少
子
高
齢
化
の
人
口

減
少
問
題
の
真
っ
只
中
に
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
果
敢
に
取

り
組
ん
だ
施
策
が
成
功
す
れ
ば

高
齢
者
に
対
す
る
先
進
地
の
モ

デ
ル
に
な
る
よ
う
な
部
分
も
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
一
方
で
は
、

今
ま
で
の
文
化
、
慣
習
、
大
子

町
の
住
民
に
特
化
し
た
施
策
は

し
っ
か
り
残
し
て
高
齢
者
の
安

定
し
た
生
活
は
守
っ
て
い
く
と

い
う
話
を
し
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
の
語
学
教
育
、
子
育
て
に

関
わ
る
医
療
分
野
の
充
実
に

早
々
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

町民の安全、安心を守れる
消防庁舎整備を
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水
門
整
備
を
含
め
て
町
か
ら
要
望
を

「
止
水
板
で
」
と
国
交
省
が
判
断

藤田　稔 議員

答 問

一般質問
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わ
く
わ
く
わわ
くく

―
大
子
っ
子
の
夢
、
応
援
し
て
い
ま
す
―

わわ
た
し
の

た
し
の
夢夢

　

私
は
、
４
歳
か
ら
サ
ッ
カ

ー
を
習
い
始
め
、
小
学
校
３

年
生
の
と
き
に
サ
ッ
カ
ー
少

年
団
に
入
団
し
、
そ
こ
か
ら

本
格
的
に
練
習
し
て
き
ま
し

た
。
私
の
強
み
は
ス
ピ
ー
ド

で
す
。
ピ
ッ
チ
の
中
で
は
誰

に
も
負
け
な
い
自
信
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
ス
ピ
ー
ド
を
生

か
し
た
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手

に
な
る
の
が
私
の
夢
で
す
。

　

私
は
運
動
が
大
好
き
過
ぎ

て
何
度
も
怪
我
を
し
ま
し
た
。

そ
の
度
に
、
い
つ
も
寄
り
添

っ
て
く
れ
る
家
族
が
い
ま
し

た
。
そ
の
家
族
の
こ
と
を
思

う
と
、
よ
り
一
層
、
夢
を
叶

え
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
夢

を
叶
え
る
こ
と
は
、
今
ま
で

支
え
て
く
れ
た
人
達
へ
の
最

大
の
恩
返
し
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

も
っ
と
も
っ
と
練
習
を
し

て
、
大
子
町
出
身
の
プ
ロ
と

な
り
、
活
躍
し
た
い
で
す
。

大子中学校３年

白
しらい

井　悠
ゆう

惺
せい
さん

　

町
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問

の
様
子
を
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
で
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
放
送
の

ほ
か
録
音
放
送
も
し
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

放
送
日
、
時

間
等
は
Ｆ
Ｍ
放

送
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

移
住
者
応
援
支
隊
の
第
2
弾

は
「
劇
団
村
人
行
進
曲
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　

こ
の
劇
団
は
、
東
京
で
俳
優

を
し
て
い
た
齋
藤
正
博
さ
ん
が

座
長
を
務
め
る
劇
団
で
、
齋
藤

さ
ん
は
大
子
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し

て
「
村
人
行
進
曲
」
と
い
う
劇

団
を
旗
揚
げ
し
ま
し
た
。

　

４
月
27
日
に
は
町
民
向
け
の

「
演
技
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
開

催
さ
れ
、
11
月
に
行
わ
れ
る
旗

揚
げ
公
演
に
向
け
て
の
準
備
が

着
々
と
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

地
域
密
着
型
の
演
出
ス
タ
イ

ル
は
、
町
で
抱
え
て
い
る
問
題

を
涙
あ
り
笑
い
あ
り
で
演
出
す

る
た
め
、「
大
子
町
発
の
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
（
人
々
を
楽
し

ま
せ
る
催
し
）
発
信
」
と
し
て

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
大
子

町
の
新
た
な
文
化
活
動
と
し
て

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

６
月
定
例
会
開
催
予
定

▽
６
月
５
日
（
水
）
開　

会

▽　
　

６
日
（
木
）
自
宅
審
議

　
　

～
９
日
（
日
）　　

〃

▽　
　

10
日
（
月
）
一
般
質
問

▽　
　

11
日
（
火
）　　

〃

▽　
　

12
日
（
水
）　　

〃

▽　
　

13
日
（
木
）
逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　

閉　
　

会

　

※
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

委
員
長　

福　

田　

祥　

江

副
委
員
長　

須　

藤　
　
　

明

委　
　

員　

川　

井　

正　

人

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

剛

委　
　

員　

菊　

池　

靖　

一

委　
　

員　

齋　

藤　

忠　

一

移
住
者
応
援
支
隊

　

こ
の
た
び
大
子
町
議
会
議

員
選
挙
が
行
わ
れ
、
11
名
の

議
員
が
心
新
た
に
地
方
議
会

議
員
と
し
て
町
民
の
皆
様
の

負
託
に
応
え
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
地
方
議
員
の
な

り
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、

改
選
前
の
議
会
に
お
い
て
約

30
年
ぶ
り
と
な
る
議
員
報

酬
の
見
直
し
と
定
数
の
削
減

と
い
う
合
理
的
結
論
に
達
し
、

直
面
し
て
い
る
町
内
各
産
業

の
担
い
手
不
足
、
高
齢
者
が

毎
日
楽
し
く
過
ご
し
活
力
の

あ
る
生
活
を
継
続
さ
せ
る
た

め
の
福
祉
の
充
実
な
ど
、
積

極
的
に
諸
問
題
に
挑
み
、
輝

く
県
北
地
区
の
町
と
し
て
議

会
も
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

大
子
町
の
魅
力
を
は
っ
き

り
と
定
義
し
て
町
の
誇
り
に

繋
が
る
よ
う
に
ス
タ
ー
ト
ダ

ッ
シ
ュ
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
飯
村　

剛
）

あ
と
が
き

6
月
定
例
会
開
催
予
定

大
子
町
議
会
広
報
委
員
会

Ｆ
Ｍ
放
送
の
お
知
ら
せ


